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委 員 会 会 議 録 

（一社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２９年度 第５回 経営支援委員会 

開催日時 平成２９年１０月３０日（月） １４：０５～１６：１０ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館「研修室１」 

出 席 者 甲斐切副会長、委員１２名、事務局３名 

 

協   議   内   容 

定刻より５分遅れて開会。 

甲斐切副会長から交通安全フェアの謝辞を述べられ、台風による交通事故防止及び荷物

破損防止を呼びかけられた。また、物流セミナーや物流出前講座が、今後開催されると述

べられた後、委員に対して引続き協力を呼びかけられ、挨拶とされた。 

丸山委員長から、本委員会は会員事業者の経営を支援するため、当業界の人材確保を中

心とした事業を展開していると述べられ、委員に対し、引続きぶれない委員会運営を要請

され、挨拶とされた。 

丸山委員長が議長となり、議事に入った。 

 

 

（１）経営者・管理職研修会 

   事務局から、資料に基づき説明。 

   協議の結果、次の通りに決定された。 

 

   ●第３回経営者・管理職研修会（９月１４日（木）開催。講師：保険センター相談員・

陸災防本部安全管理士） 

    ・各支部定例会等にて、出席者を報告頂く。 

 

   ●第４回経営者・管理職研修会（２月１４日（水）開催予定。講師：東京海上日動） 

    ・日程は、２月１４日（水）に決定された。 

    ・案内文書及び出席申込書は、講師が決まり次第、講師名を記入して「おしらせ」の

１２月号及び１月号で会員事業者へ配布する。 

    ・案内文書に、Ｇマークの加点予定と目立つように記載する。 

    ・次第も、講師が決まり次第、講師名を記入したものを当日配布する。 

    ・締切りが差し迫った頃に、出席申込者が少ない場合は、事務局一任にて、全会員事

業者宛ＦＡＸを送付する。 
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（２）物流出前講座 

   事務局から、資料に基づき説明。 

   協議の結果、次の通りに決定された。 

 

   ＜全般＞ 

   ・原則、講師は、各支部長または各支部経営支援委員とする。不可能な場合は、他支部

経営支援委員が対応する方向で、本委員会で協議する。 

   ・ＯＢ・ＯＧの体験談やトラック見学の講師並びにビジネスマナーの講師、他支部の講

座での講師は旅費日当を支給する。また見学のため、トラックを手配頂いた事業者に

は、車両借上代を支給する。 

 

   ＜石部高校＞ 

・講師は野島委員。 

   ・大型トラックは、甲西陸運から１台準備頂く。１４時に石部高校に到着。 

   ・「トラックの見学」の講師の池田委員を含め、１３時３０分に集合。 

   ・見学者に新井支部長と野田副支部長、（公社）和歌山県トラック協会から見学４名も追

加して学校側に事務局から連絡する。 

 

   ＜愛知高校＞ 

   ・講師は西村支部長。 

   ・学校側から支部へ打ち合わせの依頼があったため、支部及び協会事務局から出席する。

（後日、事務局から学校側と調整した結果、１１月２９日（水）９：００～に決定） 

 

   ＜甲南高校＞ 

   ・講師は松岡委員。 

   ・ＯＧ体験談（５分）を実施する。体験談講師は丸五運送の従業員で、説明形式は講義

形式とする。 

   ・見学者に新井支部長と野田副支部長も追加して学校側に事務局から連絡する。 

 

   ＜大津商業高校＞ 

   ・古戸委員より学校側と調整中。 

 

   ＜八日市南高校＞ 

   ・近日中に蔭山委員へ学校側から連絡が来る予定。 

（後日、学校側から実施できない旨の連絡があった。） 
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（３）物流セミナー 

   事務局から、資料に基づき説明。 

   協議の結果、次の通りに決定された。 

 

   ・受付係については、次の通りに決定された。 

大津支部は古川委員、倉橋事務局長 

湖南支部は吉川委員、中野事務局長 

甲賀支部は野島委員、高橋事務局員 

湖東支部は蔭山委員、青木事務局長 

彦根支部は山本委員、土沢事務局長 

湖北支部は２名とも委員が欠席のため、事務局から確認する。 

湖西支部は清水事務局長 

    来賓は事務局で対応する。 

 

   ・誘導係は、古戸委員、吉田委員、松岡委員、今泉委員（欠席の場合、支部から代理）、

寺澤委員、池田委員に加え、湖北支部委員から１名（事務局から確認）に決定された。 

 

   ・記念品は、事務局から文具品（ノート、手帳、蛍光ペン）を提案し、協議の結果、フ

リクションの蛍光ペンとなった。また、ペン本体に「滋賀県トラック協会」とネーム

を入れることに決定された。なお、製作期間の関係でネームが入れられない場合は、

外熨斗に協会名を入れることになった。（後日、ペン本体にネームを入れることになっ

た） 

   ・記念品は、出席者全員に配布することになった。 

   ・各支部事務局に、出席申込者数及び出席者名簿を事務局から連絡する。 

   ・司会は川端まゆみ氏に依頼する。 

 

 

（４）その他 

   ●滋賀県交通安全フェア（トラック協会コーナー）のアンケートについて 

    事務局から、アンケート結果を報告。 

    また議長から、出席者に対して反省等の発言を促され、次の通り意見が出された。 

 

   ・アンケートはパネルを見に来た参加者に対して、積極的に声かけを行ってアンケート

の回答を依頼した。 

・ブースから少し出てアンケートをしていたので、奥の方のパネルまで充分に見てもら

えなかった。 

   ・パネルは文字を少なくして、写真を増やした方が良い。 

   ・ブースの場所は、抽選箱の導線上にあったのが良かった。 

   ・参加者の中で、ドラゴンハットに来てまず抽選箱へ向かう人にアンケートをしたが、
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まだ他のコーナーを体験していなかったため、あまり参考にならなかった。 

   ・野洲駅から出発したシャトルバス利用者は、昨年よりも多かった。 

 

   協議の結果、アンケート結果を含め、上記の意見を参考とする。 

 

   ●１２月度委員会等について 

    事務局からの説明に加えて、野島委員並びに松岡委員から提案された内容を説明頂き、

案内文書（案）を出席者に説明。 

    協議の結果、会議は１６時からに変更の上、案内文書等を送付することになった。 

 

 

以上をもって１６時１０分に委員会を閉会した。 

 

 

            次回委員会 

日 時  平成２９年１２月１５日（金）１６：００～ 

 

場 所  八風の湯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


